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日
本
に
お
け
る
近
代
寄
生
虫
学
の
開
拓
者
は
飯
島
魁
で
あ
る
。

飯
島
は
浜
松
に
生
ま
れ
（
一
八
六
二
長
じ
て
東
京
大
学
理
学
部
生

物
学
科
へ
進
み
、
第
一
回
卒
業
生
と
な
り
（
一
八
八
一
）
、
準
教
授

に
任
命
さ
れ
る
。
在
学
中
の
前
半
は
米
人
教
師
モ
ー
ス
、
後
半
は

ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
の
ロ
イ
カ
ル
ト
の
も
と
で
留
学
を
終
え
た
ホ
イ

ッ
ト
マ
ン
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
飯
島
は
一
八
八
二
年
動
物
学
修
学

の
た
め
、
ロ
イ
カ
ル
ト
の
も
と
へ
留
学
す
る
。

一
八
八
四
年
陸
軍
省
か
ら
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
た
森
林
太
郎
は
飯

島
と
同
宿
す
る
。
鴎
外
の
「
独
逸
日
記
」
に
よ
れ
ば
『
隣
房
に
は

飯
島
魁
住
め
り
、
千
葉
の
人
に
て
動
物
学
を
修
む
」
と
あ
る
。
ラ

イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
『
淡
水
産
渦
虫
類
の
研
究
』
で
ド
ク
ト
ル
の
学

位
を
う
け
、
森
と
の
交
遊
も
半
ば
に
し
て
帰
国
す
る
（
一
八
八
五
）
。

同
日
記
四
月
一
八
日
に
『
飯
島
魁
発
靭
す
。
送
り
て
停
車
場
に
至

31

飯
島
魁
と
近
代
寄
生
虫
学
の
系
譜

寺
畑
喜
朔

る
」
と
あ
る
。
飯
島
は
世
界
の
動
物
学
界
の
頂
点
に
あ
っ
た
ロ
イ

カ
ル
ト
に
つ
い
て
動
物
学
一
般
を
修
業
し
、
と
く
に
寄
生
虫
学
を

修
め
理
科
大
学
教
授
と
な
る
（
一
八
八
七
）
。

こ
の
年
大
著
「
人
体
寄
生
動
物
編
」
を
公
刊
、
そ
の
『
擴
節
裂

頭
條
墨
」
の
項
で
『
Ｉ
余
去
ル
明
治
十
九
年
東
京
市
場
二
来
ル

所
ノ
鱒
（
多
ク
ハ
利
根
川
産
ナ
リ
）
数
尾
ヲ
取
り
詳
細
ノ
験
査
ヲ
下

シ
タ
ル
ニ
其
筋
肉
中
二
果
シ
テ
幼
縢
塁
ヲ
発
見
セ
リ
其
形
状
ハ
ブ

ラ
ウ
ン
氏
ノ
記
載
ス
ル
所
卜
毫
モ
違
フ
ー
ナ
キ
ヲ
以
テ
其
裂
頭
條

患
ノ
幼
墨
ナ
ル
ー
ヲ
知
し
り
余
ハ
其
幼
患
数
個
ヲ
ロ
イ
カ
ー
ル
ト

氏
二
送
り
欧
洲
ノ
モ
ノ
ト
比
較
サ
レ
ン
ー
ヲ
請
ヒ
タ
ル
ニ
毫
モ
相

違
ス
ル
鮎
ナ
シ
ト
ノ
答
二
接
シ
尚
ホ
其
事
ヲ
確
定
セ
ン
為
二
余
並

二
余
ガ
助
手
菊
地
松
太
郎
氏
ハ
彼
ノ
幼
患
ヲ
嚥
下
シ
裂
頭
條
墨
養

成
ノ
試
験
ヲ
行
ヘ
リ
今
左
二
之
レ
ガ
記
ヲ
掲
グ
ー
」
と
あ
る
。

ま
さ
に
稀
有
な
る
自
家
実
験
で
、
他
の
追
随
を
許
さ
ぬ
所
で
あ
る
。

飯
島
は
日
本
に
お
け
る
寄
生
虫
学
分
野
で
「
大
複
殖
門
條
虫
」

（
一
八
九
三
、
「
芽
殖
孤
虫
』
（
一
九
○
五
）
の
新
記
載
、
肝
吸
虫
の

一
種
説
、
ま
た
、
日
本
住
血
吸
虫
発
見
の
桂
田
、
藤
浪
ら
へ
の
助

言
等
、
そ
の
功
績
は
枚
挙
に
暹
が
な
い
。

一
八
七
六
年
ベ
ル
ッ
が
東
京
大
学
で
内
科
学
の
教
授
を
開
始
、
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彼
は
来
日
早
々
患
者
か
ら
ミ
ク
ロ
フ
ィ
ラ
リ
ア
を
検
出
し
糸
状
菌

の
存
在
を
指
摘
、
ま
た
、
糞
便
検
査
で
鉤
虫
卵
を
証
明
、
鞭
虫
の

存
在
を
指
摘
、
更
に
人
の
喀
血
中
に
世
界
で
最
初
に
肺
吸
虫
を
認

め
、
寄
生
虫
の
知
見
を
一
挙
に
広
め
た
。
こ
の
薫
陶
を
受
け
た
当

時
の
学
生
達
の
中
か
ら
、
寄
生
虫
学
の
発
展
に
寄
与
し
た
学
者
を

卒
業
順
に
挙
げ
る
と
（
ベ
ル
ッ
派
）
、
中
濱
東
一
郎
（
明
治
一
四
）
、

三
浦
謹
之
助
（
明
治
二
○
）
、
山
極
勝
三
郎
（
明
治
一
二
）
入
澤
達
吉

（
明
治
一
三
）
、
宮
入
慶
之
助
（
明
治
二
三
）
、
藤
浪
鑑
（
明
治
二
八
）

ら
で
あ
る
。
彼
ら
は
寄
生
虫
学
を
専
門
と
せ
ず
、
病
理
学
、
衛
生

学
、
内
科
学
を
専
門
と
し
た
。
後
年
、
三
浦
、
入
澤
、
山
極
は
東

京
派
、
藤
浪
は
京
都
派
、
宮
入
は
福
岡
派
に
分
か
れ
斯
界
の
発
展

に
寄
与
し
た
。

一
方
、
飯
島
魁
門
下
か
ら
寄
生
虫
学
を
専
門
と
す
る
逸
材
が
つ

ぎ
の
よ
う
に
卒
業
誕
生
し
た
（
飯
島
派
）
。
五
島
清
太
郎
（
明
治
二

三
）
、
宮
島
幹
之
助
（
明
治
三
一
）
、
吉
田
貞
雄
（
明
治
三
九
）
、
小
泉

丹
（
明
治
四
二
、
小
林
晴
治
郎
（
明
治
四
二
）
、
森
下
薫
（
大
正
一

○
）
ら
で
あ
る
・
五
島
は
飯
島
の
直
系
後
継
者
で
第
三
回
帝
国
学
士

院
賞
の
授
賞
者
で
あ
り
、
宮
島
は
伝
染
病
研
究
所
寄
生
虫
部
門
（
の

ち
北
里
研
究
所
）
を
担
当
し
、
医
学
以
外
の
出
身
者
で
最
初
の
医
学

博
士
と
な
り
、
後
進
を
指
導
し
た
。
ベ
ル
ッ
と
同
門
で
明
治
十
年

京
都
療
病
院
に
招
聰
さ
れ
た
シ
ョ
イ
ベ
の
寄
生
虫
学
分
野
に
お
け

る
功
績
も
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
滞
在
期
間
が
短

か
っ
た
の
で
学
術
的
系
譜
は
残
ら
な
か
っ
た
。

一
方
、
岡
山
で
斯
界
の
発
展
に
貢
献
し
た
桂
田
富
士
郎
は
系
譜

か
ら
み
て
東
京
派
と
み
て
よ
い
。
後
半
寄
生
虫
学
を
専
門
と
し
た

横
川
定
は
出
身
校
か
ら
し
て
桂
田
の
流
れ
に
属
す
る
と
い
え
よ

二
つ
Ｏ

ベ
ル
ッ
、
飯
島
ら
は
い
ず
れ
も
ロ
イ
カ
ル
ト
の
教
化
を
受
け
て

い
る
の
で
、
日
本
の
寄
生
虫
学
の
源
流
は
ラ
イ
プ
チ
ヒ
派
と
い
え

る
。
こ
の
源
流
に
立
っ
た
飯
島
は
、
大
正
一
○
年
三
月
一
四
日
現

職
で
遠
逝
す
る
。
鴎
外
の
「
委
蛇
録
』
に
『
遣
於
菟
弔
飯
島
魁
死
」

と
あ
る
。
戒
名
は
文
魁
院
殿
真
覚
玄
理
大
居
士
、
墓
は
東
京
駒
込

染
井
墓
地
に
あ
る
。

（
金
沢
医
科
大
学
）


